細野透明電子活性プロジェクト終了シンポジウム

第一部　国際シンポジム
１０：００～１０：３０　　
On inkjet printing or on organic photovoltiac cells
　　　　　　　　　　　　（インクジェット印刷法および有機化合物を用いた太陽電池）

Dr. David S. Ginley　
　Group Manager, Process Technology and　Advanced Concepts
　National Renewable Energy Laboratory, USA
１０：３０～１１：００　　Self-trapped holes in silica glass
: Basic science with industrial relevance

　　　　　　　　　　　　（シリカガラスにおける自己束縛ホール：工業的に重要な基礎科学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄｒ．David L. Griscom,
Adjunct Professor of Materials Science and Engineering,

College of Engineering, University of Arizona at Tucson, USA

１１：００～１１：３０　　
Defects　in　Oxide　Glass

　　　　　　　　　　　　　（酸化物ガラス中の欠陥）
　　　　　　　　　　　　　　　　　Dr. Linards Skuja　　　　　　　　　　　　

   Institute of Solid State Physics University of Latvia, Latvia

   （細野透明電子活性P　客員研究員）

　 　
１１：３０～１２：００　　
Calculation of Energy Structure in C12A7 
by Embedded Cluster Model　　
（埋め込みクラスター法によるC12A7の電子状態の計算）　
　　　　　Dr. Peter V. Sushko 　　　　　


   Department of Physics & Astronomy, University College London,UK

　（細野透明電子活性プロジェクト　委託研究員）


第二部　プロジェクト終了成果報告会

１３：００～１３：３０　　基調講演

透明電子活性　――構想と成果概要――　　　　総括責任者　　　　　　細野秀雄

１３：３０～１５：００　透明酸化物半導体

透明酸化物半導体の電子構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神谷利夫

透明酸化物半導体薄膜と薄膜成長　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田裕道
透明酸化物半導体電子デバイス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野村研二

透明伝導体オキシサルファイド　　　　　　　　　　　　　　　　  　　平松秀典

１５：００～１５：４０　　真空紫外用シリカ材料

　　　　　シリカガラス中の欠陥と格子間分子　　　　　　　　　　　 　　　　　 梶原浩一

　　　　　深紫外光ファイバ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大登正敬

１５：４０～１５：５５　　　　　　コーヒーブレイク

１５：５５～１６：３５　　超短パルスレーザによる透明物質加工・過渡現象

干渉超短レーザパルスによるナノ材料加工　　　　　　　　　　　　　　河村賢一

透明酸化物半導体励起子の過渡現象　　　　　　　　　　　　　　　　　上岡隼人

　　　　

１６：３５～１７：３５　　透明ナノポーラス結晶Ｃ１２Ａ７

　　　　　Ｃ１２Ａ７中の酸素ラジカルとハイドライド　　　　　　　　　　　　　林　克郎

　　　　　Ｃ１２Ａ７エレクトライド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松石　聡

Ｃ１２Ａ７薄膜成長とイオン注入　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮川　仁

１７：３５～１７：４０　　閉会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　科学技術振興機構

懇親会
１８：００～　　　　懇親会　（於　KSPホール　　参加費　２，０００円）

